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溝口 到･高橋一郎 (東北大 ･歯)
顎関節は他の関節と異なり,視維な迎動性や扱
能に起因するmulti-directionalな負荷が加わる
組織であるとともに.力学的刺激に対する反応性
が高いことが知られている.今回の研究では,顎
関節の力学的環境と細胞外マトリックスの関連性
を明らかにするを目的とし,人間の顎関節に枚能
および解剖学的構造が近いサルを用い,顎関節の
構成要素のひとっである下顎頭軟骨におけるⅠ型
およびⅡ型コラーゲンの局在およびその領域差に
ついて検討した｡
材料としては,生後2歳6カ月および4歳8カ
月の2頭の雌アカゲザルの下顎頭炊骨を含む顎関
節を用いた｡Nembtalによる全身麻酔下で頚動
脈から4%paraformaldehydeで源流鼠定を施し,
顎関節組織を摘出した｡次に,同固定液による浸
冶個体を4℃下で3日間行い,10%EDTA溶液
で4℃下で3カ月間脱灰を施した｡脱灰後,適法
に従ってパラフィン包埋を行い,厚さ5f`の矢状
断連続切片を作製した｡免疫組織化学的染色で用
いた抗体は,抗Ⅰ型および抗Ⅱ型コラーゲンであ
り.従来どおりFITCによる蛍光染色を施し,悲
光E3i徴鏡下で観察した｡
結果 :I)下顎頭炊骨組織でも外側巽突筋が付着
-64-
